
し くちかしゅ 第
令和４年11月１日（2022年）

号244議会だより議会だより

■目次
・新議員紹介・各種委員会構成
・第３回（８月）定例会
・監査委員意見書・決算委員長報告・意見書採択
・第３回（７月・8月）臨時会
・議案の審議結果・所管事務調査報告
・一般質問（吉田　修）
・私のひとこと（関地区：ローレンス晴美さん家族）

2ｐ～３ｐ
4ｐ～９ｐ

10ｐ
11ｐ～12ｐ
13ｐ～14ｐ

15ｐ
 16ｐ

収穫の秋（令和 4年 10月）
７
月
・
８
月
臨
時
会

８
月
定
例
会



3　　　七ヶ宿町議会だより　244号 七ヶ宿町議会だより　244号　　　2

各 種 委 員 会 等
議会議員で構成される各種委員会を紹介します

新議会議員が揃いました

　主に町政一般庶務その他の委員会に
属さない事項及び、民生、保険等につ
いて適正に執行されているか調査する
委員会です。

委 員 長　　五十嵐　敏　夫

副委員長　　髙　橋　きく子

委　　員　　吉　田　　　修

委　　員　　管　原　研　治

議会の運営に携わる委員会です。

委 員 長　　五十嵐　敏　夫

副委員長　　渡　部　英　幸

委　　員　　髙　橋　茂　美

委　　員　　髙　橋　浩　之

白石市外二町組合議会議員（刈田綜合病院）　五十嵐　敏　夫

仙南地域広域行政事務組合議会議員　　　　　渡　部　英　幸

宮城県後期高齢者医療広域連合議会議員　　　吉　田　　　修

監査委員（議会承認）　　　　　　　　　　　髙　橋　茂　美

　主に町の産業経済、土木、上下水道
等について適正に執行されているか調
査する委員会です。

委 員 長　　渡　部　英　幸

副委員長　　髙　橋　浩　之

委　　員　　髙　橋　茂　美

委　　員　　今　野　三喜男

議　　長
管
すが
　原

わら
　研

けん
　治

じ

議　　員
髙
たか
　橋

はし
　茂

しげ
　美

み

議　　員
渡
わた
　部

なべ
　英

ひで
　幸

ゆき

副 議 長
今
こん
　野

の
　三

み
喜
き
男
お

議　　員
吉
よし
　田

だ
　　　修

おさむ

議　　員
髙
たか
　橋

はし
　きく子

こ

議　　員
五
い
十
が
嵐
らし
　敏

とし
　夫

お

議　　員
髙
たか
　橋

はし
　浩

ひろ
　之

ゆき

　令和４年９月13日に告示された七ヶ宿町議会選挙は、定数を超えなかったため
９月24日付けで新しい議員が揃いました。
　これからの４年間、町の発展のため町民のみなさんと力を合わせて頑張りま
す。

議会だよりの編集を行う委員会です。

委 員 長　　吉　田　　　修

副委員長　　髙　橋　浩　之

委　　員　　五十嵐　敏　夫

委　　員　　髙　橋　きく子

総務文教常任委員会

議 会 運 営 委 員 会

そ の 他 組 合 議 員 等

産業建設常任委員会

広 報 特 別 委 員 会
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主
な
案
件

・
条
例
の
制
定

・
条
例
の
改
正

・
一
般
会
計
補
正
予
算

・
各
種
特
別
会
計
補
正
予
算

・
意
見
書
の
採
択

・
令
和
３
年
度
決
算
審
査

・
一
般
質
問

令
和
４
年　

第

３

回

定

例

会

（
会
期
：
８
月
23
日
～
31
日
）

◆�

七
ヶ
宿
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

条
例
の
一
部
改
正

【
提
案
の
理
由
】

　
瀬
見
原
地
内
の
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
敷
地
の
分
筆
を
行
う
も
の
。

◆�

七
ヶ
宿
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
制
定

【
提
案
の
理
由
】

　
町
民
の
安
全
安
心
な
生
活
環
境

及
び
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
に
制
定
す
る
も
の
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
風
力
発
電
に
よ
る
騒
音
対
策
に

町
は
こ
の
条
例
で
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
の
か
。

答 

町
長

　

住
民
の
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、
環
境
影
響
調
査
に
つ
い
て
対

応
す
る
た
め
の
条
例
で
あ
る
。

問 

梅
津　
政
志　
議
員

　
町
民
の
安
全
安
心
な
生
活
環
境

を
守
る
最
終
判
断
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答 

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　
４
段
階
の
評
価
が
あ
り
、
最
終

的
に
は
国
が
判
断
す
る
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　

水
芭
蕉
群
生
地
あ
ず
ま
や
は
、

建
築
後
何
年
経
過
し
て
い
る
の

か
、又
、冬
期
間
の
管
理
状
況
は
。

答 

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　
築
36
年
が
経
過
し
、
度
重
な
る

豪
雪
へ
の
対
応
が
不
十
分
と
な
っ

て
い
た
。

▲賑わい拠点全景 ▲現在の水芭蕉群生地あずまや

◇
条
例
の
制
定

◇
条
例
の
改
正

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

５
０
０
万
円
追
加

【
主
な
歳
入
】

繰
越
金	

２
１
８
万
円

諸
収
入	

１
３
２
万
円

【
主
な
歳
出
】

水
芭
蕉
あ
ず
ま
や
建
替
工
事

	

１
２
８
万
円

公
共
賃
貸
住
宅
地
震
被
害

修
繕
料

	
１
２
９
万
円

特
別
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度  

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

問 

渡
部　
英
幸　
議
員

　
診
療
所
の
医
業
費
１
４
６
万
円

の
遺
伝
子
検
査
装
置
と
は
。　

　
答 

診
療
所
事
務
長

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検

査
装
置
と
な
る
。

問 

武
藏　
重
幸　
議
員

　
簡
易
水
道
補
正
額
６
０
０
万
円

の
内
容
は
。

答 

農
林
建
設
課
長

　
峠
田
地
区
に
敷
設
し
て
あ
る
75

ミ
リ
減
圧
弁
の
交
換
。

国民健康保険特別会計補正（第２号）	 １６８万円　追加

簡易水道特別会計補正（第１号）	 ６００万円　追加

介護保険特別会計補正（第２号）	 １９００万円　追加

決算の概要
①経常収支比率	８３.３％（前年８６.９％）
②公債費比率	 ３.５％（前年　４.５％）
③実質公債費比率	６.６％（前年　６.６％）

歳入決算（一般会計）
・調定額	 ２６億４２５８万１４０２円
・収入済額	 ２６億３９４２万９２５７円
	 （収入割合　９９.９％）

歳出決算（一般会計）
・支出済総額	 ２５億３５４５万１３３４円
滞納状況（町税、保険税、貸付金等）
・滞納金額	 １３３３万３２１９円
（対前年度比）	 △８９万９６２９円

①
経
常
収
支
比
率
と
は
？

　
数
値
が
低
い
ほ
ど
団
体
の
財
政
力
が
高
い
。

②
公
債
費
比
率
と
は
？

　
数
値
が
低
い
ほ
ど
借
金
が
少
な
い
。

③
実
質
公
債
費
比
率
と
は
？

　

�

得
た
収
入
か
ら
借
金
返
済
に
回
し
た
お
金
の
割

合
を
示
す
。



決

算

特

別

委

員

会

第
４
回
臨
時
会

令和３年度に町が使ったお金の額令和３年度に町が使ったお金の額

国民健康保険（事業）
国民健康保険（直診）

簡易水道
町営バス
公共下水道
介護保険

介護サービス
後期高齢者

七ヶ宿ダム自然休養公園

204,065,369
95,067,969
87,113,969

48,905,998
113,096,490

302,914,787
13,430,361
21,967,025
17,236,917

（単位：円）

国民健康保険（事業）
国民健康保険（直診）

簡易水道
町営バス
公共下水道
介護保険

介護サービス
後期高齢者

七ヶ宿ダム自然休養公園

204,065,369
95,067,969
87,113,969

48,905,998
113,096,490

302,914,787
13,430,361
21,967,025
17,236,917

（単位：円）

総務費
民生費
衛生費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
その他

（単位：円）
585,737,877

371,638,687
261,298,465

225,207,800
215,378,364

280,480,708
82,014,398

229,521,179
284,173,856

総務費
民生費
衛生費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
その他

（単位：円）
585,737,877

371,638,687
261,298,465

225,207,800
215,378,364

280,480,708
82,014,398

229,521,179
284,173,856

（一般会計）　２５億３５４５万１３３４円

（特別会計）　９億３７９万８８８５円

決

算

特

別

委

員

会
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監
査
委
員
の
選
任

（
議
会
選
出
）

【
議
案
の
理
由
】

　
議
会
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す

る
委
員
が
任
期
満
了
と
な
っ
た
た

め
、
そ
の
後
任
を
選
任
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

髙た
か　

橋は
し　

茂し
げ　

美み　
氏

第
４
回
臨
時
会

（
会
期
：
９
月
30
日
）

◇
人
事
案
件

令
和
３
年
度　
決
算
特
別
委
員
会

令
和
３
年
度　
決
算
特
別
委
員
会

令和３年度の主な施策・事業令和３年度の主な施策・事業

●�住み心地アピール事業
　移住定住の促進を目的にフリーペー
パーのままぱれや、ラジオ等を活用し
町の魅力や子育て支援の情報をPR。

●�地域担い手づくり支援住宅事業
　定住化を促進し、地域コミュニ
ティーの維持による地域の活性化を図
るため、子育てをしたい世帯を対象に
地域担い手づくり支援住宅を建築。

●�南蔵王エリア散策路整備事業
　長老湖から南蔵王の美しい景色と森
林浴が楽しめ、キャンプ場周辺からも
周遊ができる一体的な観光スポットと
して整備。

●�県営農地整備事業
　八合団地を含む不整形な農地の区画
を拡大する整備工事。



特

別

委

員

会

の

設

置

決

算

特

別
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会
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歳
　
入

問 

歳
入
・
歳
出
と
も
に
前
年
に

比
べ
７
％
程
度
減
と
な
っ
た
。
な

ぜ
町
は
率
先
し
て
事
業
に
手
を
出

さ
な
か
っ
た
の
か
。

答 

全
体
の
事
業
が
落
ち
着
い
て

来
た
の
で
、
内
容
を
見
極
め
な
が

ら
事
業
を
行
い
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
た
決
算
と
な
っ
た
。

歳
　
出

 

■
総
務
費

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
率
は
。

答 

令
和
４
年
７
月
現
在
、
43
・

38
％
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
会
計

一
般
会
計

令
和
３
年
度　
決
算
特
別
委
員
会

令
和
３
年
度　
決
算
特
別
委
員
会

 

■
民
生
費

問 

結
婚
活
動
支
援
事
業
の
内
容

は
。

答 

結
婚
活
動
魅
力
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
、
参
加
者
な
ど
へ
の
支
援
事

業
と
な
っ
て
い
る
。

問 

会
計
年
度
任
用
職
員
は
何
人

か
、
又
、
業
務
内
容
は
。

答 

任
用
職
員
は
、
２
〜
３
名
で

あ
る
。
業
務
は
、
総
務
、
教
育
、

町
民
税
務
を
行
っ
て
い
る
。

 

■
衛
生
費

問 

原
発
事
故
に
対
す
る
放
射
能

測
定
経
費
等
を
東
京
電
力
に
損
害

賠
償
を
求
め
て
い
る
の
か
。
又
、

国
か
ら
の
助
成
金
が
出
て
い
る
の

か
。

答 

放
射
線
量
測
定
業
務
に
つ
い

て
は
実
績
報
告
を
出
し
て
補
助
金

の
交
付
を
受
け
て
い
る
。
又
、
放

射
線
測
定
器
具
の
校
正（
注
）費
も
国

か
ら
助
成
金
受
け
て
い
る
。

 

■
農
林
水
産
費

問 

畜
産
農
家
に
対
す
る
支
援
の

内
容
は
。

答 

採
草
地
を
含
む
畑
の
面
積
を

基
準
に
し
、
10
ア
ー
ル
あ
た
り
１

０
０
０
円
を
助
成
し
て
い
る
。

▲令和 3年 8月にセミナーを実施

▲町営バス

特
別
会
計

特
別
会
計

 

■
簡
易
水
道

問 

断
水
事
故
は
何
件
発
生
し
て

い
る
の
か
。

答 

令
和
３
年
度
は
地
震
な
ど
で

６
件
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

 

■
町
営
バ
ス

問 

以
前
か
ら
町
営
バ
ス
の
小
型

化
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
後
の

計
画
は
。

答 

年
度
末
ま
で
に
は
台
数
や
大

き
さ
を
含
め
示
し
た
い
。

問 

人
口
減
少
の
中
で
高
齢
者
や

障
害
者
あ
る
い
は
児
童
を
含
め
、

福
祉
政
策
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で

な
か
っ
た
か
。

答 

本
町
で
生
き
が
い
を
持
て
る

環
境
を
各
地
域
と
共
同
で
構
築
し

て
行
き
た
い
。
病
院
バ
ス
運
行
な

ど
に
つ
い
て
は
令
和
５
年
度
中
に

考
え
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

問 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
農

業
や
商
工
費
等
の
歳
出
は
消
極
的

な
部
分
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
前
年

と
同
程
度
の
積
極
的
な
財
政
運
営

に
よ
る
事
業
が
出
来
な
か
っ
た
の

か
。

答 

単
年
度
で
取
り
組
む
事
業
と

準
備
を
要
す
る
事
業
等
も
あ
り
、

今
後
の
財
政
運
営
は
歳
入
・
歳
出

と
も
に
24
億
円
規
模
で
想
定
し
て

い
る
。 総

括
質
疑

総
括
質
疑

▲除雪ドーザ購入事業▲町民グラウンド老朽化施設改修工事

▲決算特別委員会

決算特別委員会現場調査

�（
注
）
校
正

　�

計
器
類
の
狂
い
、
精
度
を
標
準
器

と
比
べ
正
す
こ
と
。

問 

工
事
関
係
の
専
門
職
員
配
置

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

町
の
現
状
か
ら
、
専
門
職
配

置
は
難
し
い
。
で
き
る
だ
け
職
員

に
必
要
な
知
識
を
習
得
さ
せ
、
検

査
や
審
査
が
で
き
る
仕
組
み
を

作
っ
て
い
き
た
い
。



臨

　

時

　

会
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令
和
４
年　

第

２

回

臨

時

会

（
会
期
：
７
月
６
日
）

令
和
４
年　

第

３

回

臨

時

会

（
会
期
：
８
月
５
日
）

　
令
和
４
年
７
月
６
日
に
開
か
れ
た
臨
時
会
で
は
、
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
審
議
可
決
。

　
令
和
４
年
８
月
５
日
に
開
か
れ
た
臨
時
会
で
は
、
財
産
の
取
得
２
件
に

つ
い
て
審
議
可
決
。

決

算

特

別

委

員

会

意
見
書
の
採
択

監査委員意見書（抜粋）

決算特別委員長審査結果報告書（抜粋）

　令和３年度の決算審査に当たり、法令に定められた権限と責任において、誠実かつ
厳正に審査した結果、各会計の決算書等の計数は正確であり、その内容についても全
般的に適正妥当なものと認めました。
　町ふるさと総合戦略により整備が図られた賑わい拠点施設をはじめ、ふるさと体験
交流館等に関しては、指定管理している七ヶ宿まちづくり株式会社において、賑わい
拠点としての機能が十分に発揮され、本町経済の活性化に寄与しております。
　南蔵王エリア散策路工事については、「南蔵王やまびこの森キャンプ場」を核とし
た長老湖周辺エリアの周遊が可能となり、観光客の誘致に繋がるものであります。案
内板の設置を含めた積極的な PR 活動を図られるよう努めてください。
　本町は財政健全化判断比率からも読み取れるとおり健全な財政運営がなされており
ますが、人口減少や少子高齢化等社会情勢の変化に対応できる行政経営に努められる
ことを提言といたします。

代表監査委員　渡　部　孝　志　

　令和３年度七ヶ宿町一般会計外８特別会計が決算の審査に付託され、本委員会は決
算についていずれも妥当なものと認め、全員一致で認定することに決定いたしました。
　なお、町税等の滞納については、今後も情報を共有して職員一丸となって滞納整理
に当たっていただきたい。また、「ふるさと創生総合戦略事業」により建設されまし
た各施設においては、コロナ禍の中ではありますが、町内及び町外者の利用促進を行
うとともにＰＲの充実と計画時の目的に添うよう努められ、国の財政状況を鑑み、な
お一層の堅実な行政運営を図られますよう要望いたします。
　更に、令和３年度完成の南蔵王エリア散策路工事については、PR 活動をはじめ利
用者が安全に利用できるよう進めていただきたい。
　最後に公立刈田綜合病院を含む医療関係について、住民が健康に安心して暮らすこ
とができるよう、通院の利便性などを始めとする体制づくりに努力していただくこと
を望むものです。　以上、委員長の報告といたします。

決算特別委員会　委員長　梅　津　政　志　

農業生産資材価格高騰への対策を求める意見書
【提案理由】
　持続可能となる地域農業の維持・発展のため、粗飼料等の安定調達に向けた支援対策
を求める意見書を国に対して提出するもの。

全員賛成で採択

意 見 書 の 採 択意 見 書 の 採 択

問 

渡
部　
英
幸　
議
員

　
電
気
柵
の
値
段
は
今
ま
で
の
単

価
よ
り
、
ど
の
程
度
上
昇
し
て
い

る
の
か
。

答 

農
林
建
設
課
長

　
令
和
３
年
度
と
比
べ
て
、
約
二

割
上
昇
し
て
い
る
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
こ
の
設
備
に
て
一
度
に
ど
の
く

ら
い
の
処
理
能
力
が
あ
る
の
か
、

又
、
処
理
に
か
か
る
時
間
は
。

答 

農
林
建
設
課
長

　

１
台
当
た
り
最
大
３
２
０
㎏

で
、
イ
ノ
シ
シ
約
５
頭
を
一
度
に

処
理
可
能
。
処
理
日
数
は
６
日
間

と
な
っ
て
い
る
。

▲鳥獣害防止電気柵施設

▲減容化処理装置（参考）

【提 案 理 由】
有害鳥獣からの被害防止を図り、農作物を守るため、電
気柵を購入するもの。
取 得 物 件　　鳥獣害防止施設
数　　　　量　　電気柵等延長 3,000m
取 得 目 的　　農作物の被害防止のため
契 約 金 額　　８５６万４６００円
契約の相手先　　宮城県名取市増田字北谷 267
　　　　　　　　第一ビニール株式会社　東北支店

【提 案 理 由】
増加する有害鳥獣を処理するための処理装置を購入する
もの。
取 得 物 件　　有害鳥獣処理施設備品
数　　　　量　　減容化処理装置外　一式
取 得 目 的　　処理作業の負担軽減と適正化を図るため
契 約 金 額　　３２１２万円
契約の相手先　　宮城県岩沼市下野郷字新拓 170 番地１
　　　　　　　　株式会社渡辺サービスセンター
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問 

渡
部　
英
幸　
議
員

　
色
彩
選
別
機
購
入
金
額
の
内
訳

は
。

答 

農
林
建
設
課
長

　
契
約
金
額
は
色
彩
選
別
機
２
基

設
置
の
ほ
か
、
古
い
選
別
機
の
撤

去
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
。

議案の審議結果議案の審議結果
【表の見方】　○：賛成　×：反対　欠：欠席　早：早退　議：議長　退：退席　除：除斥　投：投票　※議長は採決に加わりません

会
議
名

議案番号 議　案　内　容 議決月日 結果

議員名
1 2 3 4 5 6 7 ８
渡
部　
英
幸

五
十
嵐
敏
夫

吉
田　
　
修

梅
津　
政
志

武
藏　
重
幸

村
上　
　
満

今
野
三
喜
男

管
原　
研
治

令
和
4
年

第
2
回
臨
時
会

第40号 財産の取得について（鳥獣害防止施設） 令和4年
7月 6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

令
和
４
年

第
3
回
臨
時
会

報告　
第 3号

専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解につい
て（スクールバス）） 議

第41号 財産の取得について（有害鳥獣処理施設備品） 令和4年
8月 5日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第42号 財産の取得について（色彩選別機） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第43号 令和 4年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第 2号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会

第44号 令和３年度七ヶ宿町一般会計歳入歳出決算認定について 令和4年
8月 31日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第45号 令和 3年度七ヶ宿町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第46号 令和 3年度七ヶ宿町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につい
て 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第47号 令和 3年度七ヶ宿町町営バス特別会計歳入歳出決算認定につい
て 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第48号 令和 3年度七ヶ宿町公共下水道特別会計歳入歳出決算認定につ
いて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第49号 令和 3年度七ヶ宿町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい
て 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第50号 令和 3年度七ヶ宿町介護サービス特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第51号 令和 3年度七ヶ宿町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算
認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第52号 令和 3年度七ヶ宿町七ヶ宿ダム自然休養公園特別会計歳入歳出
決算認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第53号 七ヶ宿町再生可能エネルギー発電設備の設置に関する条例の制
定について

令和4年
8月 25日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第54号 七ヶ宿町特定公共賃貸住宅条例の一部改正について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第55号 令和 4年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第 3号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第56号 令和 4年度七ヶ宿町国民健康保険特別会計補正予算（第 2号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第57号 令和 4年度七ヶ宿町簡易水道特別会計補正予算（第 1号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第58号 令和 4年度七ヶ宿町介護保険特別会計補正予算（第 2号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

第59号 令和 4年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第 4号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

令
和
４
年　

第

３

回

臨

時

会

（
会
期
：
８
月
５
日
）▲現在稼働中の色彩選別機

【提 案 理 由】
ライスセンター増築に伴い、色彩選別機を購入するもの。
取 得 物 件　　色彩選別機
数　　　　量　　２基
取 得 目 的　　品質確保と作業能力向上のため
契 約 金 額　　１１３５万２０００円
契約の相手先　　宮城県仙台市若林区卸町５丁目１番地の４
　　　　　　　　株式会社五十嵐商会

区　分 行　　　　事 計 小計

定 例 会 議会定例会 5 5

臨 時 会 議会臨時会 3 3

協 議 会 議会全員協議会 10 10

委 員 会

議会運営委員会 4

21

決算特別委員会 3

議会改革検討特別委員会 2

地方創生研究検討委員会 1

議会広報特別委員会 5

所管事務調査 1

刈田綜合病院調査特別委員会 5

研 修 会 議員研修会 4 4

区　分 行　　　　事 計 小計

議 長 会 県、仙南亘理議長会 5 5

監　　査 出納監査 13 13

団体議会

仙南広域行政議会 1

6白石市外２町組合議会 3

県後期高齢者議会 2

町内行事
町行事 11

12
学校行事 1

団体行事 各種団体行事 7 7

合　　　　　計 86

自：令和４年４月１日～至：令和４年９月 30 日
（日）

（回）議会活動状況議会活動状況
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▲長老湖からの不忘山

▲不法投棄の現場

問
住
民
の
高
齢
化
に
よ
り
参

加
で
き
る
方
も
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
場
所
は
関
地
区
、
滑

津
地
区
か
ら
遠
い
場
所
な
の
で
町

で
や
れ
な
い
か
。　

答
す
べ
て
行
政
に
頼
る
の
で

は
な
く
美
化
活
動
は
住
民

が
基
本
と
考
え
る
。

問
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
プ

問
題
が
世
界
的
に
広
が
っ

て
い
る
。
ダ
ム
を
有
す
る
町
と
し

て
不
法
投
棄
対
策
を
見
直
し
す
る

べ
き
で
な
い
か
。

答
紫
外
線
な
ど
で
小
さ
な
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
片
に
な
る
前

に
ダ
ム
湖
面
の
流
木
と
一
緒
に
回

収
し
て
い
る
。
ダ
ム
管
理
署
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
生
態
系
の

影
響
や
環
境
問
題
が
発
生
し
て
い

る
事
実
は
無
い
。

問
自
然
環
境
を
守
る
為
、
美

化
運
動
強
化
は
大
事
で
あ

り
不
法
投
棄
監
視
員
と
担
当
課
と

の
更
な
る
連
携
強
化
が
必
要
で
な

い
か
。

答
不
法
投
棄
監
視
委
員
は
総

勢
14
名
。
月
二
回
程
度
地

区
内
を
巡
回
し
て
頂
き
、
報
告
書

を
も
と
に
投
棄
箇
所
を
確
認
し
11

月
に
回
収
を
行
っ
て
い
る
。
状
況

に
応
じ
て
不
法
投
棄
現
場
の
確
認

を
行
う
な
ど
の
連
携
を
し
て
参
り

た
い
。

問
毎
年
春
に
住
民
ぐ
る
み
の

ク
リ
ー
ン
デ
イ
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
が
、
関
地
区
か
ら
滑

津
間
（
中
山
）
の
国
道
沿
い
に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
ご
み
が
多

い
。
不
法
投
棄
防
止
策
を
講
じ
る

べ
き
で
な
い
か
。

答
車
窓
か
ら
の
不
法
投
棄
は

モ
ラ
ル
の
欠
如
。
効
果
的

な
対
策
は
難
し
い
が
、
啓
発
看
板

の
設
置
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て

行
き
た
い
。

問
二
年
前
か
ら
不
法
投
棄
監

視
員
を
し
て
い
る
。
昨
年

は
住
民
や
鳥
獣
駆
除
隊
員
の
通
報

も
あ
り
ひ
ど
い
場
所
は
現
場
写
真

や
地
図
を
添
え
報
告
し
て
い
る
。

担
当
課
は
ど
の
よ
う
な
対
処
し
て

い
る
の
か
。

答
不
法
投
棄
監
視
員
か
ら
の

報
告
書
に
基
づ
き
、
現
場

箇
所
を
精
査
を
し
て
優
先
順
に
撤

去
し
て
い
る
。

問答
不
法
投
棄
ご
み
問
題
に
つ
い
て

抑
止
効
果
の
看
板
設
置
な
ど
行
い
た
い

吉田  修  議員

　人口減少対策として移住定住促進に力を入れている北海道壮瞥町は、農業と観
光の町で人口は約 2,370 人。本町と同じく高齢化率 40％を超える過疎化が進む
町ですが「子どもは地域の宝」とのことで条例を制定。保育所施設場所は幹線道
路にも近く、広い敷地の中で、複合型の子育て総合施設（保育所、子育て支援セ
ンター、児童館、児童クラブ）があり、親の就業と安全にも配慮した施設となっ
ています。本町の保育所改築の際は現在の保育所園庭を地域の公園として開放し、
新たな用地の選定を含め、学童、保護者、住民目線に配慮した改築計画が進めら
れることが必要と感じました。
　また、北海道北斗市にある木質バイオマスで発電事業を運営する「北斗バイオ
マス発電合同会社」では一日当たり約 84t の木質チップを使用し、一般家庭約
3,200 軒分の電力を一年間供給しているとのことで、林業や木材産業の活性化と
森林整備の促進にもつながるものと思います。メリットとしては太陽光発電や風
力発電と違い、燃料さえあれば安定的に発電が可能であると思います。木材の安
定供給と水分率の調整などのデメリットがあるが、圧倒的な森林面積を持つ七ヶ
宿町にとって、今後大いに検討の余地があるものと感じられました。

総務文教常任委員会　委員長　吉　田　　　修　
産業建設常任委員会　委員長　梅　津　政　志　

総務文教・産業建設常任委員会合同所管事務調査報告
「北

ほっ

海
かい

道
どう

壮
そう

瞥
べつ

町
ちょう

・子
こ

供
ども

センター視
し

察
さつ

：北
ほく

斗
と

市
し

バイオマス発
はつ

電
でん

施
し

設
せつ

研
けん

修
しゅう

」

▲北斗市　北斗バイオマス発電合同会社

▲壮瞥町　そうべつ子どもセンター
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私のひと とこ

　議会だよりにご意見をお寄せください。
　広報特別委員会では、より良い議会だよりを目指しております。
　お気軽にご意見・ご要望をお聞かせ下さい。△

連絡先　七ヶ宿町議会事務局　☎ 37-2197　FAX 37-2198

　９月定例会の傍聴者
は、２名でした。

　９
月
半
ば
に
襲
来
し
た
勢
力
の

強
い
台
風
14
号
、
15
号
に
よ
り
各

地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
仙
南
地
域
で
被
害
が
無
か
っ
た

こ
と
が
な
に
よ
り
で
す
。

　今
年
９
月
に
一
般
選
挙
の
改
選
期

で
し
た
。
町
議
会
も
各
委
員
会
な
ど

の
委
員
の
職
務
も
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
議
会
運
営
が
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
議

会
公
報
特
別
委
員
会
で
は
、
広
報

「
議
会
だ
よ
り
」
も
町
民
の
皆
様
に

読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
も
の

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（

吉
田
）

編集
後記

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　委
員
長
　吉
　田
　
　
　修

　副
委
員
長
　髙
　橋
　浩
　之

　委
　
　員
　五
十
嵐
　敏
　夫

　委
　
　員
　髙
　橋
　き
く
子

　
こ
ん
に
ち
は
、
ロ
ー
レ
ン

ス
晴
美
と
申
し
ま
す
。

　
私
は
白
石
市
出
身
で
主
人

は
ア
メ
リ
カ
人
で
す
。
縁
が

あ
り
、
七
ヶ
宿
に
来
て
２
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
臨
月
に
入
っ

て
か
ら
の
引
っ
越
し
や
出
産

に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

町
民
の
方
々
や
先
輩
マ
マ
さ

ん
に
助
け
ら
れ
、
お
か
げ
さ

ま
で
今
で
は
息
子
も
す
く
す

く
元
気
に
成
長
し
、
私
も
主

人
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
七
ヶ
宿
の
四

季
の
変
化
を
楽
し
ん
で
過
ご

し
て
い
ま
す
。
ダ
ム
公
園
の

桜
並
木
は
と
て
も
き
れ
い
で

す
。
川
や
湖
で
泳
い
だ
り
、

木
々
の
色
の
変
化
、
雪
遊
び
、

ど
れ
も
か
け
が
え
の
無
い
も

の
で
あ
り
ぜ
い
た
く
な
時
間

を
過
ご
し
て
い
る
な
と
感
じ

ま
す
。

　
七
ヶ
宿
は
人
も
自
然
も
魅

力
あ
ふ
れ
る
町
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

関地区　ローレンス晴美さん家族
はるみ

ダム公園の桜並木

1 2 月定例会のお知らせ
　令和４年 12 月７日から 9 日までの日程で、令和４年第４回定例会を開催予定です。多くの
方々の傍聴をお待ちしております。
　なお、詳細な日程は 11 月末に決定する予定ですので、詳しくは議会事務局までお問い合わ
せください。


